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◇主な内容（平成22年第４回定例会）
　・12月定例会
　　　こんなことを決めました 2Ｐ～
　・臨時議会の報告 8Ｐ
　・一般質問 （11人が登壇） 9Ｐ～
　・「市民の声」 15Ｐ
　・議会だよりクイズ 16Ｐ

わぁ～い！
　「オンダコ飛ばし、いくよ～ !!」
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平
成
22
年
第
４
回
定
例
会

（
12
月
議
会
）は
、
12
月
３
日

〜
12
月
16
日
ま
で
の
14
日
間

の
日
程
で
開
催
し
た
。
議
員

の
一
般
質
問
2
日
目（
12
月

10
日
）
に
は
、
鯨
伏
小
学
校

６
年
生
の
皆
さ
ん
が
社
会
見

学
と
し
て
議
会
の
傍
聴
に
訪

れ
、
真
剣
に
ペ
ン
を
走
ら
せ

メ
モ
を
と
り
傍
聴
す
る
姿
に

感
銘
を
受
け
た
。

　

今
定
例
市
議
会
に
は
、
専

決
処
分
の
承
認
1
件
・
報
告

1
件
・
規
約
の
変
更
1
件
、

条
例
の
改
正
及
び
変
更
11
件
、

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の

策
定
1
件
、
工
事
契
約
の
変

更
1
件
、
平
成
22
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
、
平
成
22
年

度
特
別
会
計
補
正
予
算
7
件
、

陳
情
4
件
、
発
議
5
件
が
上

程（
提
案
）
を
さ
れ
各
常
任

委
員
会
等
に
付
託（
分
担
）

し
審
査
を
行
っ
た
。

　

議
案
第
97
号
：
壱
岐
市
行

政
組
織
条
例
の
全
部
改
正

（
市
役
所
の
機
構
改
革
）と
、

議
案
第
104
号
：
壱
岐
市
医
学

修
学
資
金
貸
与
条
例
の
制
定

（
医
学
生
へ
の
大
学
資
金
の

貸
し
出
し
）、
議
案
105
号
：

壱
岐
市
医
療
技
術
修
学
資
金

貸
与
条
例
の
制
定（
看
護

師
・
レ
ン
ト
ゲ
ン
技
師
・
検

査
技
師
・
薬
剤
師
等
医
療
技

術
者
へ
の
大
学
資
金
の
貸
し

出
し
）に
つ
い
て
は
否
決
と

し
た
。
詳
細
は
常
任
委
員
会

報
告（
６
ペ
ー
ジ
）。

○ 

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
規
約
変
更（
県
水
道
協
会
の

解
散
に
伴
う
規
約
変
更
）

 

総
務
文
教
委
員
会
審
査
可
決
↓
全
員
一
致

○ 

市
職
員
の
育
児
休
業
条
例
及
び
市
職
員
の
勤
務
時
間
・
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正（
法
の
改
正
に
伴
う
も
の
）

 

総
務
文
教
委
員
会
審
査
可
決
↓
全
員
一
致

○ 

猿
岩
物
産
館
条
例
の
一
部
改
正（
※
指
定
管
理
者
に
施
設

の
管
理
や
利
用
料
金
の
収
受
を
行
わ
せ
る
）

 

産
業
建
設
委
員
会
審
査
可
決
↓
全
員
一
致

○
風
民
の
郷
条
例
の
一
部
改
正（
※
に
同
じ
）

 

産
業
建
設
委
員
会
審
査
可
決
↓
全
員
一
致

○
出
会
い
の
村
条
例
の
一
部
改
正（
※
に
同
じ
）

 

産
業
建
設
委
員
会
審
査
可
決
↓
全
員
一
致

○
印
通
寺
共
同
店
舗
条
例
の
一
部
改
正（
※
に
同
じ
）

 

産
業
建
設
委
員
会
審
査
可
決
↓
全
員
一
致

○ 

消
防
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正（
特
定
屋
外
タ
ン
ク

12月定例会で
決めたこと

「将来は議員に！」 議員席に座り熱心に説明を受ける鯨伏小学校６年生 鯨伏小学校のみなさん
の感想文です

ユウくん
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る
医
学
修
学
生
に
月
20
万
円
の
資
金
を
貸
与
す
る
条
例

 

厚
生
委
員
会
審
査
否
決
↓
反
対
多
数

○ 

医
療
技
術
修
学
資
金
貸
与
条
例
制
定（
医
療
技
術
者
の
確

保
を
図
る
た
め
、
養
成
施
設
で
医
療
技
術
を
修
学
し
、
市

長
が
指
定
す
る
病
院
に
勤
務
し
よ
う
と
す
る
者
に
修
学
資

金
月
10
万
円
を
貸
与
す
る
条
例
）

 

厚
生
委
員
会
審
査
否
決
↓
全
員
反
対

意
見
書
等

○ 

国
民
健
康
保
険
療
養
費
国
庫
負
担
金
の
調
整（
減
額
）廃

止
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出〈
陳
情
〉

 

厚
生
委
員
会
審
査
可
決
↓
全
員
一
致

○ 

食
料
自
給
率
を
高
め
る
た
め
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
な
い

こ
と
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出〈
陳
情
〉

 

産
業
建
設
委
員
会
審
査
可
決
↓
全
員
一
致

○ 

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に
関
す
る
意
見
書
の

提
出〈
陳
情
〉　　

 

総
務
文
教
委
員
会
審
査
可
決
↓
全
員
一
致

○ 

く
ら
し
支
え
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
求
め
る
陳
情

（
６
ペ
ー
ジ
参
照
）

 

総
務
文
教
委
員
会
審
査
可
決
↓
全
員
反
対

〈
議
員
発
議
〉離
島
医
療
の
医
師
確
保
対
策
を
求
め
る
意
見

書
の
採
択 

全
員
一
致

〈
議
員
発
議
〉ア
ル
ミ
３
胴
船
の
就
航
を
目
指
す
㈱
市
民
フ

ェ
リ
ー
壱
岐
対
馬
へ
の
船
舶
共
有
建
造
制
度
に
基
づ
く
融

資
に
関
す
る
意
見
書
の
採
択 

賛
成
多
数

　
　
　
　

※
採
択
し
た
意
見
書
は
、
議
会
終
了
後
に

　
　
　
　
　

各
関
係
機
関
へ
送
付
し
て
い
る
。

貯
蔵
所
等
設
置
許
可
手
数
料
の
改
正
）

 

総
務
文
教
委
員
会
審
査
可
決
↓
全
員
一
致

○ 

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
策
定（
平
成
22
〜
27
年
度
の

過
疎
対
策
事
業
債
借
入
を
行
う
）

 

総
務
文
教
委
員
会
審
査
可
決
↓
全
員
一
致

○ 

八
幡
浦
地
区
特
定
漁
港
整
備（
一
工
区
）請
負
契
約
の
変

更（
外
防
波
堤
の
基
礎
工
等
を
追
加
施
行
す
る
た
め
の
契

約
金
額
の
変
更
）

 

産
業
建
設
委
員
会
審
査
可
決
↓
全
員
一
致 

○
一
般
会
計
補
正
予
算（
４
ペ
ー
ジ
参
照
）

 

予
算
特
別
委
員
会
審
査
可
決
↓
全
員
一
致

○ 

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
介
護
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
の
住
宅
改
修
申
請
件
数
増
）

 

厚
生
委
員
会
審
査
可
決
↓
全
員
一
致

○ 

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
道
路
改
良
工
事
に

伴
う
配
水
管
布
設
替
工
事
を
減
額
）

 

産
業
建
設
委
員
会
審
査
可
決
↓
全
員
一
致

○ 

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
亀
川
雨
水
渠
改
修
工

事
に
伴
う
移
転
補
償
費
）

 
産
業
建
設
委
員
会
審
査
可
決
↓
全
員
一
致

○ 

行
政
組
織
条
例
の
全
部
改
正（
新
た
な
行
政
課
題
や
市
民

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
組
織
体
制
を
築
く
た
め
の
機
構
改

革
）

 

総
務
文
教
委
員
会
審
査
否
決
↓
反
対
多
数

○ 

医
学
修
学
資
金
貸
与
条
例
制
定（
医
師
確
保
等
の
た
め
、

市
長
が
指
定
す
る
病
院
に
医
師
と
し
て
勤
務
し
よ
う
と
す

12月定例会の審議結果（全員一致以外のもの）

区　　　分
結

果

賛

成

反

対

久
保
田

呼

子

音

嶋

町
田
光

深

見

町
田
正

今

西

市
山
和

田

原

豊

坂

中

村

鵜

瀬

中

田

榊

原

久

間

大
久
保

瀬
戸
口

市
山
繁

小
金
丸

牧

永

○ 壱岐市行政組織条例の全部改
正

否
決 5 14 × × × × ○ ○ × × ○ × × × × ○ × × ○ × × 議

長
○ 壱岐市医学修学資金貸与条例
の制定

否
決 8 11 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ × ○ × × × × × ○ ○ × 議

長
○ 壱岐市医療技術修学資金貸与
条例の制定

否
決 0 19 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 議

長
○ くらし支える行政サービスの
拡充を求める陳情

不
採
択

0 19 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 議
長

アルミ３胴船の就航を目指す
（株）市民フェリー壱岐対馬への
船舶共有建造制度に基づく融資
に関する意見書の提出

可
決16 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × 議

長

○・・・賛成　　×・・・反対
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「どえーな補正予算があると？」
会　　計　　名 補　正　額　（増） 補正後の平成22年度予算額

一般会計（第４号） 2億5,492万2千円 241億6,249万5千円
国民健康保険事業特別会計（第２号） 　　　0円 46億4,683万円
老人保健特別会計 0円 140万円
後期高齢者医療事業特別会計 0円 3億1,266万8千円
介護保険事業特別会計（第２号） 1,221万1千円 28億5,606万8千円
簡易水道事業特別会計（第３号） 146万5千円 9億3,064万円
下水道事業特別会計（第３号） 77万円 3億4,364万5千円
特別養護老人ホーム事業特別会計（第２号） 700万5千円 5億1,521万円
三島航路事業特別会計（第２号） △63万9千円 1億2,155万9千円
農業機械銀行特別会計（第1号）  0円 1億3,439万9千円
平成22年度予算総額 2億7,573万4千円 　340億2,491万4千円

国民宿舎「壱岐島荘」改修設計業務
　　450万円

県営道路整備事業負担金
　2,241万7千円

イノシシ捕獲対策委託料
　　500万円

文化財保護費
　1,233万6千円

昭和44年に建築された国民宿舎「壱岐島荘」

工事中の県道湯ノ本芦辺線

イノシシ対策を協議中の有害鳥獣被害防止対策協議会

花雲亭（石田町）

耐震補強と施設リニューアルの設計業務委託費

県道湯ノ本芦辺線改良事業等に対する市の負担金

イノシシの捕獲を有害鳥獣被害防止対策協議会へ
の委託費

花雲亭修理費、土肥家御茶屋敷阿房塀復旧工事費
等

キ
ク
ち
ゃ
ん

・高齢者・障害者住宅改造事業費 440万円 高齢者等の日常生活を容易にするための補助事業
・こども手当給付費の減額 △9,000万円 公務員分（国県市職員等）は事業所支給となるため
・郷ノ浦東部土地改良区運営費補助 288万円 漏水修理が増えたことによるもの
・水産業振興対策事業費 246万7千円 箱崎漁協定置網に対する補助金
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※ 

行
政
組
織
条
例
の

全
部
改
正
に
つ
い
て

Q
産
業
経
済
部
は
農
林
水

産
業
務
が
主
な
内
容
な
の

で
、
市
民
に
わ
か
り
や
す
く

農
林
水
産
部
と
し
て
は
ど
う

か
。

A
産
業
経
済
部
は
市
発
足

当
時
か
ら
使
っ
て
い
る
名
称

で
市
民
に
な
れ
親
し
ま
れ
て

い
る
と
考
え
る
。

Q
新
し
い
課
「
こ
ど
も
家

庭
課
」
の
目
的
と
役
割
は
。

A
児
童
家
庭
班
と
幼
保
連

携
推
進
班
と
で
組
織
し
、
幼

保
一
元
化
を
推
進
す
る
。
政

府
の
幼
稚
園
と
保
育
所
を
一

本
化
す
る
「
こ
ど
も
園
」
の

制
度
改
正
に
全
国
で
も
い
ち

早
く
積
極
的
に
取
り
組
む
。

Q

 

２
つ
増
え
る
管
理
職
ポ

ス
ト
と
は
。

A
新
行
政
推
進
室
長
と
、

こ
ど
も
家
庭
課
長
。

Q
新
行
政
推
進
室
の
役
割

は
。

A
職
員
の
意
識
改
革
や
全

て
の
部
署
を
総
括
で
き
る
特

命
室
。

※ 

医
学
修
学
資
金
貸

与
条
例
に
つ
い
て

Q
現
在
条
例
に
あ
る
、
医

学
生
奨
学
資
金
貸
与
条
例
の

利
用
者
は
何
人
か
。

A
ゼ
ロ
で
す
。

※ 
一
般
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て

Q
地
域
介
護
福
祉
空
間
整

備
交
付
金
３
千
181
万
８
千
円

の
事
業
内
容
は
。

A
医
療
法
人
玄
州
会
の
要

望
で
、
24
時
間
体
制
で
地
域

高
齢
者
宅
を
巡
回
す
る
新
た

な
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

で
シ
ス
テ
ム
導
入
費
等
３
千

万
円
と
、
認
知
症
対
応
型
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
み
の
り
の
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置
に
対
す

る
補
助
金
約
24
％
181
万
８
千

円
で
あ
る
。

Q
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
対
策
委

託
料
500
万
円
の
積
算
根
拠

は
。

A
イ
ノ
シ
シ
駆
除
は
、
農

協
・
猟
友
会
等
農
林
関
係
機

関
で
構
成
し
た
有
害
鳥
獣
被

害
防
止
対
策
協
議
会
に
委
託

す
る
も
の
で
、
委
託
料
の
内

容
は
箱
わ
な
購
入
費
・
え
さ

代
・
看
板
チ
ラ
シ
作
成
・
講

習
旅
費
等
。
箱
わ
な
設
置
に

は
免
許
が
必
要
な
た
め
、
そ

の
講
習
・
受
験
の
た
め
の
も

の
。

Q
松
く
い
虫
特
別
伐
倒
駆

除
委
託
料
90
万
円
の
対
象
地

区
は
ど
こ
か
。
こ
れ
は
市
費

単
独
予
算
だ
が
国
県
の
補
助

は
な
い
の
か
。

A
空
中
散
布
等
、
国
県
の

補
助
対
象
地
域
外
に
つ
い
て

伐
倒
及
び
焼
却
処
分
を
す
る

も
の
で
、
森
林
組
合
に
委
託

す
る
予
定
。

Q
青
少
年
育
成
費
100
万
円

補
正
の
内
容
は
。

A
小
中
学
生
の
各
競
技
ご

と
に
市
の
代
表
と
な
り
、
県

大
会
出
場
の
際
一
人
９
千
円

の
補
助
を
す
る
も
の
。
今
年

度
は
盈
科
小
学
校
の
野
球
部

が
全
国
大
会
に
出
場
す
る
な

ど
の
活
躍
が
あ
り
、
来
春
開

催
の
中
学
生
新
人
戦
・
春
季

大
会
へ
の
出
場
費
を
見
込
み

予
算
が
不
足
し
た
も
の
。 

ミルちゃん

予
算
特
別
委
員
会

◇ 

一
般
会
計
補
正
予
算
の

　

審
査
報
告

 

委
員
長　

今
西　

菊
乃

　

総
額
２
億
５
千
492
万
２

千
円
が
提
示
さ
れ
た
。

　

光
ケ
ー
ブ
ル
の
架
線
工

事
・
社
会
福
祉
費（
高
齢

者
・
障
害
者
関
連
）・
イ

ノ
シ
シ
捕
獲
・
中
学
校
統

合
に
よ
り
生
ず
る
諸
経
費

（
校
旗
・
校
歌
等
）・
救
急

患
者
輸
送
医
師
謝
礼
金
等

の
質
疑
が
あ
り
慎
重
審
議

の
う
え
可
決
し
た
。

ちょっと

ブレイク 壱岐市成人式で
綺麗なお姉さん
見てきたよ☆

祝 成人
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行
政
視
察
報
告

視
察
日　

平
成
22
年
11
月
８
日
〜
10
日

視
察
先

①
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市

永
利
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会

②
熊
本
県
市
立
菊
池
中
学
校

【
委
員
会
の
所
見
】

①
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ

い
て

　

住
民
の
意
識
の
向
上
を
図

り
、
住
民
参
加
型
の
協
働
を

実
践
す
る
先
進
地
で
あ
る
。

　

本
市
も
行

政
区
制
度
の

構
想
が
あ
る

が
、
こ
の
よ

う
な
先
進
地

で
も
多
く
の

課
題
を
か
か

え
て
お
り
、

制
度
導
入
に

あ
た
っ
て
充

分
な
協
議
等

が
必
要
と
思

わ
れ
る
。

②
木
造
校
舎

建
築
に
つ
い
て

　

ふ
ん
だ
ん
に
地
元
杉
材

を
使
用
し
た
理
想
的
な
校

舎
で
あ
っ
た
。

　

今
後
、
本
市
に
お
い
て

も
小
中
学
校
の
校
舎
建
て

直
し
の
時
期
を
迎
え
る
こ

と
に
な
る
が
、
将
来
あ
る

子
供
た
ち
に
少
し
で
も
良

い
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

木
造
建
築
を
う
ま
く
取
り

入
れ
た
計
画
を
望
む
も
の

で
あ
る
。

総務
文教常任委員会総総総総務務総

文文文務務 教教教教文 常常常常教 任任任任常 委委委任 員員委委 会会会会員総務
文教常任委員会

厚生
常任委員会厚厚厚生生生厚厚
常常常常常任任任任常 委委委委委任 員員員委委 会会会員厚生
常任委員会

委
員
会
審
査
状
況

（
定
例
会
付
託
議
案
）

　

議
案
７
件
・
陳
情
２
件

の
付
託
を
受
け
、
審
査
を

行
い
採
決
の
結
果
、
議
案

１
件
を
否
決
と
し
た
。
陳

情
は
１
件
を
不
採
択
と
す

べ
き
も
の
と
し
た
。

【
委
員
会
の
所
見
】

※
行
政
組
織
条
例
の
全
部

改
正
を
否
決

（
否
決
理
由
）
機
構
改
革

の
意
図
は
理
解
で
き
る
が
、

各
部
を
横
断
的
に
総
括
す

る
新
行
政
推
進
室
長
で
あ

る
な
ら
ば
、
副
市
長
も
し

委
員
会
審
査
状
況

（
定
例
会
付
託
議
案
）

　

議
案
６
件
、
陳
情
１
件

の
付
託
を
受
け
、
審
査
の

結
果
２
議
案
を
否
決
し
、

陳
情
は
採
択
と
し
た
。

【
委
員
会
の
所
見
】

※
医
学
修
学
資
金
貸
与
条

例
を
否
決

（
否
決
理
由
）
医
学
部
進

学
者
に
毎
月
20
万
円
を
貸

与
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

入
学
時
に
お
け
る
費
用
が

医
学
部
進
学
へ
の
障
害
と

な
っ
て
い
る
。
本
条
例
が

壱
岐
市
民
病
院
の
中
核
と

委員会レポート

く
は
副
市
長
同
等
の
配
置
に

す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
職
員

の
意
識
改
革
を
行
う
の
な
ら

ば
総
務
部
内
に
配
置
す
べ
き
。

　

当
委
員
会
と
し
て
は
部
長

制
自
体
を
否
定
す
る
も
の
で

は
な
い
が
、
市
長
の
目
指
す

機
構
改
革
を
実
現
す
る
に
は

未
だ
不
十
分
な
部
分
が
あ
る

と
判
断
し
た
。
よ
り
機
能
す

る
た
め
の
機
構
改
革
へ
向
け
、

今
一
度
再
考
を
望
む
も
の
で

あ
り
、
否
決
と
し
た
。

※
く
ら
し
支
え
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
を
求
め
る
陳
情

（
不
採
択
と
し
た
理
由
）

「
地
域
主
権
改
革
」と
は
、
単

に
公
務
員
を
減
ら
し
地
方
に

犠
牲
を
強
い
る
と
い
っ
た
国

の
責
任
放
棄
で
は
な
く
、
こ

れ
ま
で
国
が
主
導
し
て
き
た

地
方
の
施
策
を
、
各
地
方
の

自
主
性･

独
自
性
を
高
め
地

方
の
実
情
に
沿
っ
た
施
策
を

展
開
し
よ
う
と
す
る
も
の
と

考
え
る
。
よ
っ
て
こ
の
陳
情

の
趣
旨
に
は
賛
同
し
難
く
、

不
採
択
と
し
た
。

木造づくりのモダンな校舎（熊本県菊池市）

な
る
医
師
確
保
が
目
的
で
あ

る
な
ら
ば
、
入
学
時
に
応
分

の
上
限
を
設
け
た
貸
与
額
の

検
討
を
す
る
事
を
求
め
否
決

と
し
た
。

※
医
療
技
術
修
学
金
貸
与
条

例
を
否
決

（
否
決
理
由
）
看
護
師
・
助

産
師
・
保
健
師
の
み
を
対
象

と
す
る
条
例
に
改
め
る
こ
と

を
求
め
原
案
は
否
決
と
し
た
。

行
政
視
察
報
告

視
察
日　

平
成
22
年
10
月
14
日
〜
16
日

視
察
先

①
広
島
県
呉
市
役
所

②
い
ろ
は
学
園

③
尾
道
市
立
み
つ
ぎ
総
合
病

院【
委
員
会
の
所
見
】

①
呉
市
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品（
同
じ
主
成
分
を
含
む

薬
を
特
許
権
の
消
滅
後
に
開

発
し
た
も
の
）を
積
極
的
に

導
入
し
、
年
間
９
千
500
万
円

の
国
民
健
康
保
険
費
用
を
削

減
し
て
お
り
、
壱
岐
市
で
も

委 員 長：町田　光浩
副委員長：市山　和幸

委員：市山　　繁、中田　恭一
　　　深見　義輝、音嶋　正吾

委 員 長：町田　正一
副委員長：今西　菊乃

委員：小金丸益明、榊原　　伸
　　　中村出征雄、豊坂　敏文
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的
窓
口
の
一
本
化
を
す
る
こ

と
が
課
題
で
あ
り
重
要
。
今

後
、
関
係
機
関
と
も
十
分
に

協
議
、
研
究
さ
れ
た
い
。

②
壱
岐
栽
培
セ
ン
タ
ー
も
種

苗
生
産
の
販
売
だ
け
で
な
く
、

漁
協
、
県
な
ど
の
関
係
機
関

と
の
情
報
交
換
、
事
業
効
果

の
調
査
、
把
握
が
課
題
で
あ

り
、
今
後
も
種
苗
生
産
の
品

質
向
上
と
安
定
供
給
を
行

い
、
水
産
業
振
興
発
展
に

寄
与
で
き
る
よ
う
努
力
さ

れ
た
い
。

産業
建設常任委員会産産産産業業産
建建建業業 設設設設建建 常常常常設 任任任任常 委委委任 員員委委 会会会会員産業
建設常任委員会委

員
会
審
査
状
況

（
定
例
会
付
託
議
案
）

　

議
案
８
件
、
陳
情
１
件

の
付
託
を
受
け
、
審
査
の

結
果
、
意
見
を
付
け
て
全

議
案
可
決
。
陳
情
は
採
択

と
し
た
。

【
委
員
会
の
所
見
】

　

本
市
の
多
く
の
公
共
施

設
や
観
光
施
設
の
管
理
運

営
に
つ
い
て
は
、
多
額
の

維
持
管
理
費
が
か
か
っ
て

お
り
、
今
後
も
経
費
削
減

と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
向
け
て
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
し
、
民
間
に
出

来
る
も
の
は
民
間
へ
移
行
す

べ
き
。
ま
た
、
各
施
設
の
統

廃
合
も
含
め
、
見
直
し
も
図

る
べ
き
。

行
政
視
察
報
告

視
察
日　

平
成
22
年
11
月
17
日
〜
19
日

視
察
先

①
香
川
県
小
豆
町
役
場

②
香
川
県
水
産
試
験
場

【
委
員
会
の
所
見
】

①
壱
岐
の
経
済
状
況
も
厳
し

い
中
、
こ
れ
ま
で
の
地
場
産

品
を
そ
の
ま
ま
販
売
す
る
だ

け
で
な
く
、
新
た
な
る
付
加

価
値
を
付
け
、
６
次
産
業
と

し
て
生
産
者
の
収
益
や
雇
用

の
創
出
を
図
り
、
農
水
産
業

の
活
性
化
を
図
る
必
要
が
あ

る
。
今
後
は
、
壱
岐
の
地
場

産
品
も
農
水
商
、
観
光
と
連

携
し
、
産
業
の
活
性
化
、
新

た
な
雇
用
創
出
に
向
け
、
検

討
研
究
さ
れ
た
い
。

　

さ
ら
に
交
流
人
口
拡
大
の

た
め
に
は
、
市
観
光
協
会
等

か
ら
の
情
報
発
信
及
び
対
外

香川県水産試験場の事業内容を研修

積
極
的
に
関
係
機
関
と
の
協

議
に
入
る
必
要
が
あ
る
。

②
幼
保
一
元
化
し
た
認
定
保

育
園
・
い
ろ
は
学
園
の
、
立

ち
上
げ
か
ら
現
状
の
問
題
点

な
ど
を
視
察
し
た
。
本
市
も

認
定
こ
ど
も
園
設
立
に
向
け

具
体
化
さ
れ
た
い
。

③
市
立
み
つ
ぎ
総
合
病
院
は
、

介
護
保
険
が
は
じ
ま
る
前
か

ら
病
院
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

尾道市立みつぎ総合病院の運営について説明を受ける

プ
を
と
り
、
在
宅
ケ
ア
の

た
め
訪
問
診
療
を
取
り
入

れ
、「
寝
た
き
り
ゼ
ロ
」を

目
標
に
し
て
い
る
。
病
院

内
に
行
政
の
窓
口
が
あ
り
、

介
護
保
険
と
の
連
携
が
な

さ
れ
て
お
り
理
想
的
な
姿

で
あ
る
。

委 員 長：鵜瀬　和博
副委員長：久間　　進

委員：瀬戸口和幸、大久保洪昭
　　　田原　輝男、呼子　　好
　　　久保田恒憲
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10月13日　第6回臨時会
○ 一般会計補正予算：漁港施設災害
復旧費1,915万円増可決→全員一致
○ （議員発議）尖閣諸島での中国漁
船の領海侵犯事件に対して政府の
毅然とした対応を求める意見書の
採択 全員一致

11月30日　第7回臨時会
○市職員の給与に関する条例の一部改正（人事院勧告）可決 
 賛成多数
○市長及び副市長の給与に関する条例の一部改正
・市職員の不祥事に関する市長、副市長の行政責任を明確に
するため、現行の給料を1カ月間、1割減額可決 賛成多数
○市長等の給与の特例に関する条例の一部改正
・市長、副市長、教育長、議員の期末手当支給の減額可決　
 賛成多数
○壱岐市中学校スクールバス導入事業契約の締結
・契約金額：（29人乗6台購入）2,280万円可決 全員一致

臨時議会　審議結果（全員一致以外のもの）

区　　　分
結

果

賛

成

反

対

久
保
田

呼

子

音

嶋

町
田
光

深

見

町
田
正

今

西

市
山
和

田

原

豊

坂

中

村

鵜

瀬

中

田

榊

原

久

間

大
久
保

瀬
戸
口

市
山
繁

小
金
丸

牧

永

○壱岐市職員の給与に関する条
例の一部改正

可
決18 1 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長

○市長及び副市長の給与に関す
る条例の一部改正

可
決18 1 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長

○市長等の給与の特例に関する
条例の一部改正

可
決18 1 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長

○・・・賛成　　×・・・反対

尖閣諸島での中国漁船の領海侵犯事件に対して政府に毅然とした対応を求める意見書
　９月７日に起こった中国漁船による領海侵犯、また、海上保安庁の巡視船に対しての衝突行為は、日本
国内の法によって裁かれるものであり、中国人船長に対しての公務執行妨害での逮捕は当然のことである。
　壱岐市は国境に近い外洋離島で、漁業で生活している島民も多い。近年、外国漁船との遭遇も日常的に
起こっている。
　しかるに、日本国政府は、９月24日、逮捕した中国人船長を那覇地検の処分保留のもと、中国への出国
を黙認した。それにもかかわらず、中国政府は、更に賠償、謝罪を求める状況である。このような弱腰の
対応では、領土、領海の保全さえおぼつかない。
　よって、本市議会は、今回の中国政府の暴挙ともいうべき対応、また、政府の弱腰の外交姿勢に断固抗
議するとともに、国境近くに住む私達島民の生活の安全、また、漁業者の安心な操業を保証する意味から
も、政府に対して次のことを強く要請するものである。
　

記
１． 政府は、国境・外洋離島のおかれた現状を認識し、国防上の観点からも住民が安心して生活

できる様、あらゆる施策を実施すること。
２． 国境・外洋離島が有人であるということが、国土の防衛にいかに役立っているかを考え、交

通、医療、福祉、税の軽減等の施策を実施すること。
３．今後の領海侵犯事案に関しては、国内法に基づいて毅然とした対応をしていくこと。

　以上、地方自治法第99条の規定に基づき意見書を提出する。

　平成22年10月13日
長崎県壱岐市議会　　

内閣総理大臣外、関係機関へ送付した。
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一 般 質 問一 般 質 問 傍聴者数　12月 9日　約30人
　　　　　12月10日　約30人

田
原　

輝
男 

議
員

Q 

本
庁
舎
建
設
を

①
合
併
特
例
債
の
借
り
入
れ

期
限
が
平
成
25
年
度
ま
で
と

思
う
。
合
併
特
例
債
を
活
用

し
な
い
と
単
独
事
業
で
は
難

し
い
の
で
な
い
か
。
市
長
の

考
え
は
。

②
建
設
す
る
と
し
た
ら
、
場

所
は
ど
こ
か
。
私
は
旧
公
立

病
院
跡
地
を
提
案
す
る
。

A 

合
併
特
例
債
で
は
困
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
ご
指
摘
の
趣
旨
は
理
解
で

き
る
が
、
議
論
を
深
め
て
い

き
た
い
。
現
時
点
で
は
特
例

債
を
充
当
し
て
の
事
業
は
困

難
で
あ
る
と
考
え
る
。

②
庁
舎
の
在
り
方
、
行
財
政

運
営
、
市
民
の
利
便
性
等
々

を
議
論
す
る
中
で
必
然
的
に

見
え
て
く
る
と
考
え
る
。

　

現
時
点
で
の
候
補
地
は
未

定
で
あ
る
。

Q  

教
育
施
設
に
つ
い
て

①
盈
科
小
学
校
の（
サ
ッ
シ

崩
落
の
件
）へ
の
対
応
は
。

②
志
原
小
学
校
の
校
舎
改
修

の
視
察
後
の
対
応
は
。

③
統
廃
後
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

安
全
対
策
は（
武
生
水
中
学

校
）。

A 
安
全
な
教
育
環
境
に

努
め
ま
す
。

 

教
育
長

①
議
員
ご
指
摘
後
、
現
地
調

査
を
行
い
早
急
に
対
処
し
て

い
る
。

②
体
育
館
の
雨
漏
り
等
要
望

に
は
お
答
え
し
た
。
優
先
順

位
を
決
め
対
処
し
て
い
る
。

③
効
率
良
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
活

用
を
検
討
す
る
。
安
全
対
策

と
し
て
複
数
の
教
師
で
練
習

を
見
守
る
等
対
策
を
講
じ
る
。

音
嶋　

正
吾 

議
員

Q 

市
民
病
院
の
改
革
は

①
市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で

は「
病
院
改
革
の
先
頭
に
立

つ
」
と
宣
言
さ
れ
た
が
、
今

や「
頭
で
っ
か
ち
尻
つ
ぼ
み
」

状
態
で
あ
る
。
任
期
中
に
改

革
が
可
能
な
の
か
。
改
革
の

方
向
性
は
公
設
公
営
か
、
そ

れ
と
も
、
地
方
独
立
行
政
法

人
化
か
。

②
病
院
改
革
の
根
幹
は
医
師

確
保
が
必
要
不
可
欠
。

　

市
長
は
如
何
な
る
手
段
を

以
て
、
医
師
招
聘
を
模
索
し

て
い
る
の
か
。

A 

言
う
は
易
く
行
う
は
難
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
病
院
改
革
委
員
会
の
答
申

を
踏
ま
え
、
独
立
行
政
法
人

化
に
向
け
て
、
九
州
大
学
に

理
事
長
候
補
者
推
薦
を
依
頼

し
て
い
る
。
し
か
し
、
実
現

に
至
っ
て
な
い
。
在
任
期
間

に
着
手
出
来
る

よ
う
努
力
す
る
。

②
大
学
病
院
医

局
、
病
院
企
業

団
、
長
崎
医
療

セ
ン
タ
ー
等
に

お
願
い
を
し
て

い
る
。
壱
岐
市

出
身
の
医
師
の

方
に
、
Ｕ
タ
ー

ン
を
お
願
い
す

る
た
め
、
年
末

年
始
に
面
談
を

お
願
い
し
て
い
る
。
市
民
に

も
、
情
報
提
供
を
お
願
い
す

る
。Q  

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品

の
普
及
促
進
を

①
本
市
で
も
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
薬
品
に
対
す
る
認
識
が
、

十
分
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。

市
と
し
て
の
取
組
み
の
現
状

を
質
す
。

②
健
康
保
険
会
計
の
歳
出
削

減
、
個
人
医
療
費
の
削
減
の

必
要
性
か
ら
も
、
普
及
に
向

け
て
の
啓
蒙
、
啓
発
を
促
進

す
べ
き
で
あ
る
。
市
と
し
て

の
、
政
策
的
見
解
を
質
す
。

A 

啓
発
に
取
り
組
む市

長

①
私
自
身
も
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

薬
品
を
使
用
し
て
い
る
。
市

民
の
認
識
度
と
し
て
は
、
十

分
と
は
言
え
な
い
と
思
う
。

②
増
加
す
る
医
療
費
の
適
正

化
を
図
る
た
め
に
も
、
医
師

会
、
薬
剤
師
会
な
ど
、
関
係

機
関
と
協
議
し
て
、
周
知
、

徹
底
を
図
っ
て
い
く
。

「少しでも医療負担を軽くしたい」　市民病院

郷ノ浦中学校（現・武生水）のグラウンド
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一 般 質 問

中
村
出
征
雄 

議
員

Q 
し
尿
処
理
業
の
許
可

①
旧
町
別
の
許
可
業
者
の
数

と
収
集
区
域
指
定
は
。

②
新
規
許
可
は
可
能
か
。
ま

た
、
許
可
年
限
は
。

③
許
可
条
件
に
料
金
は
含
ま

れ
る
の
か
。
郷
ノ
浦
町
に
建

設
中
の
新
し
尿
処
理
施
設
稼

働
に
よ
り
、
運
搬
距
離
が
長

く
な
り
料
金
の
値
上
げ
の
心

配
は
。

A 

新
規
参
入
は
困
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
現
在
７
業
者（
郷
ノ
浦

２
・
勝
本
２
・
芦
辺
２
・
石

田
１
）で
石
田
町
の
一
部
に

郷
ノ
浦
業
者
が
兼
務
、
旧
町

時
代
の
ま
ま
で
郷
ノ
浦
・
石

田
町
は
地
域
指
定
、
勝
本
・

芦
辺
は
全
域
を
指
定
。

②
将
来
的
人
口
予
想
等
、
７

業
者
で
十
分
対
応
出
来
る
。

新
規
許
可
は

困
難
。

③
業
者
よ
り

料
金
改
定
の

要
望
が
出
た

場
合
は
意
見

を
述
べ
る
。

現
在
の
料
金

は
平
成
20
年

７
月
に
10
年

ぶ
り
の
改
定

を
し
た
も
の
。

Q 
自
給
肥
料
供
給
セ
ン

タ
ー
存
続
を

①
勝
本
の
施
設
は
現
在
し
尿

及
び
畜
尿
を
処
理
し
て
い
る

が
、
将
来
畜
尿
の
み
の
処
理

計
画
で
あ
る
が
稼
働
す
る
だ

け
の
畜
尿
は
集
ま
る
の
か
。

②
石
田
町
の
自
給
肥
料
供
給

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
有
機
農
業
に
大
き
く
貢

献
し
農
家
の
方
も
存
続
を
強

く
望
ん
で
い
る
。
耐
用
年
数

で
廃
止
と
は
税
金
の
無
駄
遣

い
で
、
新
し
尿
処
理
場
完
成

後
も
是
非
と
も
現
行
方
式

（
し
尿
・
畜
尿
合
併
処
理
）

を
存
続
す
べ
き
で
あ
る
。

A 
新
施
設
に
一
本
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
畜
尿
は
、
現
在
１
日
で
石

田
３
ト
ン
・
勝
本
１
ト
ン
の

処
理
で
今
後
は
勝
本
自
給
セ

ン
タ
ー
で
処
理
。
畜
尿
だ
け

で
は
厳
し
い
。

②
新
し
尿
処
理
セ
ン
タ
ー
の

１
日
当
た
り
の
処
理
能
力
は

96
ト
ン
で
市
内
全
域
の
し

尿
・
下
水
道
汚
泥
・
浄
化
槽

汚
泥
を
処
理
す
る
計
画
で
国

の
承
認
を
得
て
い
る
。

市
山　
　

繁 

議
員

Q 

病
院
企
業
団
加
入
を 

①
来
年
、
精
神
科
が
無
医
師

と
な
る
場
合
の
入
院
患
者
の

受
入
と
外
来
の
対
策
は
。

②
病
院
改
革
は
全
部
適
用
か

独
立
行
政
法
人
か
検
討
さ
れ

て
い
る
が
、
先
ず
医
師
の
確

保
が
厳
し
い
。
こ
の
際
、
県

の
病
院
企
業
団
に
加
入
し
、

病
院
経
営
の
確
立
を
図
っ
て

は
。

 
 

A 

前
向
き
に
検
討
す
る

 

市
長

①
関
連
大
学
や
、
関
係
機
関

を
通
じ
て
医
師
確
保
に
つ
い

て
努
力
し
て
い
る
。
患
者
に

支
障
が
出
る
こ
と
は
何
と
し

て
も
避
け
た
い
。

②
病
院
改
革
基
本
方
針
の
見

直
し
の
必
要
性
を
感
じ
る
。

企
業
団
加
入

も
合
わ
せ
前

向
き
に
考
え

た
い
。

Q  
今
後
の

か
た
ば

る
病
院

　

公
立
で
２

つ
の
病
院
経

営
は
無
理
。

医
師
会
も
受

入
は
困
難
な

ら
ば
対
応
策

は
。

A 

存
続
は
困
難

 

市
長

　

現
在
、
市
民
病
院
並
び
に

民
間
病
院
の
後
方
支
援
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
、
ベ
ッ

ト
数
48
床
が
常
に
満
床
状
態

と
い
う
一
方
、
医
師
確
保
の

困
難
や
経
営
状
況
な
ど
を
み

る
と
方
向
性
に
苦
慮
す
る
。

医
師
会
の
意
見
を
踏
ま
え
て

結
論
を
出
し
た
い
。

Q 

壱
岐
島
荘
に

展
望
浴
場
を

　

耐
震
改
修
等
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
計
画
が
さ
れ
て
い
る
が
、

壱
岐
島
荘
は
最
高
の
景
勝
地

で
あ
り
、
お
客
様
に
満
足
感

を
与
え
る
た
め
に
も
展
望
浴

場
を
建
設
し
、
湯
ノ
本
温
泉

の
活
性
化
を
図
っ
て
は
。

A 

魅
力
的
な
提
案
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

国
民
宿
舎
が
良
く
な
れ
ば

湯
ノ
本
が
活
性
す
る
と
考
え

る
。
構
造
上
の
問
題
な
ど
、

議
会
の
所
管
委
員
会（
産
業

建
設
常
任
委
員
会
）と
相
談

し
て
い
き
た
い
。

国民宿舎・壱岐島荘の地下浴場

現在稼働中の自給肥料供給センター（石田町）
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町
田　

正
一 

議
員

Q 

病
院
事
務
長
の
事
件

一
、
事
実
関
係

①
本
人
は
認
め
て
い
る
の
か
。

②
常
習
性
に
つ
い
て
の
調
査

内
容
は
。

③
本
人
の
申
し
立
て
に
あ
る

水
漏
れ
の
調
査
は
。

二
、
処
分
決
定
の
過
程

①
処
分
の
根
拠
条
例
は
。

②
標
準
例
に
掲
げ
る
量
定
の

加
算
化
。

三
、
懲
罰
委
員
会
に
つ
い
て

①
民
間
人
１
名
と
は
誰
か
。

②
処
分
の
参
考
に
し
た
他
の

自
治
体
の
状
況
と
は
。

③
本
人
の
給
与
の
減
俸
・
免

職
に
し
な
か
っ
た
理
由
。

四
、
今
後
の
防
止
策

①
内
規
の
大
幅
な
見
直
し
。

②
役
職
者
の
量
定
加
算（
違

反
内
容
の
軽
重
に
よ
り
処
分

を
増
や
す
こ
と
）を
求
め
る
。

③
処
分
決
定
に
至
る
議
論
は

公
表
す
べ
き
。

A 

心
か
ら
お
詫わ

び
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

一
、
事
実
関
係

①
事
実
と
認
め
て
い
る
。

②
過
去
の
状
況
は
、
本
人
は

１
回
だ
け
、
周
辺
住
人
も
確

認
し
て
い
な
い
。

③
水
漏
れ
の
確
認
は
な
い
。

二
、
処
分
決
定
の
過
程

①
懲
戒
処
分（
公
務
員

の
義
務
違
反
へ
の
処

罰
）地
方
公
務
員
法
第

29
条
と
、
第
28
条
の
分

限
処
分（
公
務
の
効
率

性
を
保
つ
た
め
職
員

の
意
に
反
し
て
行
わ

れ
る
処
分
）。

②
管
理
職
員（
課
長
職

以
上
）と
し
て
、
懲
戒

と
分
限
処
分
を
あ
わ

せ
、
定
職
３
ヵ
月
と
係
員
へ

の
降
格
と
し
た
。

三
、
懲
罰
委
員
会

①
公
表
で
き
な
い
。

②
長
野
県
、
大
阪
府
等
の
類

似
事
件
を
参
考
に
し
た
。

③
給
与
は
３
ヵ
月
支
給
停
止
。

冬
の
ボ
ー
ナ
ス
も
無
し
。
そ

の
後
は
現
行
通
り
と
な
る
。

四
、
防
止
策

①
職
員
内
務
規
定
の
大
幅
な

見
直
し
を
す
る
。

②
役
職
者
の
量
定
加
算
は
検

討
す
る
。

③
処
分
決
定
に
至
る
過
程
に

つ
い
て
は
、
も
う
少
し
く
わ

し
く
報
告
す
る
。

Q 
桜
木
団
地
建
設
の
現
状

　

瀬
戸
で
は
新
団
地
建
設
を

理
由
に
、
５
年
間
新
規
募
集

を
し
て
い
な
い
。
建
設
が
遅

れ
て
い
る
理
由
は
。

A 

来
年
度
着
工

 

市
長

　

着
工
が
来
年
５
月
、
完
成

は
平
成
24
年
１
月
を
予
定
。

予
算
は
今
年
度
３
月
末
で
減

額
す
る
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
詫
び
す

る
し
か
な
い
。

一 般 質 問

深
見　

義
輝 

議
員

Q 

健
全
な
行
政
改
革
を

　

本
市
の
歳
入
は
自
主
財
源

に
乏
し
く
、
国
か
ら
の
地
方

交
付
税
に
依
存
し
て
い
る
。

合
併
11
年
目
か
ら
段
階
的
に

縮
減
さ
れ
約
20
億
の
減
額
と

な
る
。

①
今
後
の
財
政
計
画
と
そ
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

②
更
な
る
行
財
政
改
革
が
必

要
と
思
う
が
、
市
民
や
職
員

に
対
す
る
理
解
は
。

③
早
急
な
行
政
の
ス
リ
ム
化

が
必
要
で
あ
る
。
特
に
多
く

の
公
共
施
設
と
分
庁
方
式
は

そ
の
障
害
を
き
た
す
の
で
は
。

④
今
後
、
新
行
政
推
進
室
で

調
査
研
究
さ
れ
る
の
か
。

A 

８
年
後
20
億
の

交
付
税
減
額

 
市
長

①
職
員
に
も
状
況
を
理
解
す

る
様
に
求
め
て

人
件
費
の
削
減

と
、
市
民
に
も

補
助
金
の
減
額

等
の
理
解
を
求

め
て
い
く
。

②
市
政
懇
談
会

で
の
市
民
に
対

す
る
説
明
と
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
や
市
政
だ
よ

り
等
を
利
用
し

て
理
解
を
求
め

て
い
く
。

③
今
の
分
庁
方

式
で
は
行
政
の
ス
リ
ム
化
に

は
限
度
が
あ
る
。
新
庁
舎
の

建
設
に
つ
い
て
は
、
将
来
の

財
政
負
担
等
を
考
え
て
研
究

す
る
時
期
。

④
地
域
主
権
時
代
へ
の
担
い

手
と
し
て
、
専
門
的
知
識
・

技
術
政
策
形
成
、
す
な
わ
ち

職
員
力
を
持
っ
た
人
材
の
育

成
が
目
的
。

Q 
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の

運
営
に
つ
い
て

　

家
畜
ふ
ん
収
集
業
務
で
農

協
が
管
理
す
る
施
設
と
の
収

集
料
金
の
違
い
で
、
地
域
間

に
お
い
て
格
差
が
生
じ
て
い

る
。
い
ま
だ
調
整
が
で
き
て

い
な
い
状
況
で
早
急
な
検
討

が
必
要
と
思
う
が
。

A  

今
後
も
議
論
が
必
要

　

市
長

　

郷
ノ
浦
と
石
田
の
堆
肥
セ

ン
タ
ー
は
、
市
運
営
の
た
め

１
ト
ン
300
円
、
芦
辺
町
箱
崎

地
区
は
農
協
が
経
営
。
収
集

は
１
ト
ン
800
円
と
差
が
あ
る
。

過
去
の
経
緯
が
あ
り
、
早
急

な
統
一
化
や
補
助
は
無
理
で

あ
る
。

平成22年完成の堆肥センター（郷ノ浦町）

平成21年度に予算計上の桜木団地建設予定地
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一 般 質 問

久
保
田
恒
憲 

議
員

Q 
雇
用
対
策
に
つ
い
て

　

新
ご
み
焼
却
施
設
の
運
用

開
始
で
雇
用
の
場
を
失
う
人

が
出
る
と
聞
く
が
、
厳
し
い

就
職
難
の
中
で
市
政
が
失
業

者
を
つ
く
る
べ
き
で
な
い
。

対
応
策
を
問
う
。

A 

懸
命
に
取
り
組
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

平
成
23
年
度
末
に
市
の
ご

み
処
理
施
設
、
し
尿
処
理
施

設
を
各
１
カ
所
に
集
約
、
完

成
後
、
民
間
委
託
の
郷
ノ
浦

町
焼
却
場
５
人
、
ご
み
収
集

８
人
、
し
尿
処
理
場
４
人
、

勝
本
町
焼
却
場
５
人
計
22
人

が
失
職
の
可
能
性
が
強
い
。

今
後
、
公
共
職
業
安
定
所
、

県
あ
る
い
は
市
内
関
係
機
関

等
の
連
携
等
を
図
り
な
が
ら
、

雇
用
対
策
に
懸
命
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

Q 
交
流
人
口
増
加
策

の
費
用
対
効
果
は

①
多
く
の
帰
省
客
で
賑
わ
っ

た
還
暦
式
は
、
二
日
間
で
大

き
な
経
済
効
果
を
も
た
ら
し

た
。
市
が
要
し
た
経
費
は
。

②
今
年
の
弥
生
ま
つ
り
に
投

じ
た
補
助
金
の
額

と
島
外
か
ら
の
来

客
数
と
経
済
効
果

を
明
ら
か
に
。

A 
広
報
効
果

    

は
大
き
い

 

市
長

①
125
万
９
千
446
円
。

市
内
外
572
人
の
参

加
が
あ
り
同
窓
会

な
ど
経
済
効
果
は

あ
っ
た
。

②
県
・
市
・
実
行
委
員
会
で

計
１
千
100
万
。
22
年
度
は
イ

ベ
ン
ト
期
間
中
の
た
め
集
客

数
は
不
確
定
。
21
年
度
事
業

費
960
万
円
。
島
外
参
加
者
450

人
。
21
年
度
観
光
消
費
額
一

人
約
１
万
８
千
円
で
、
お
よ

そ
830
万
円
の
経
済
効
果
。
弥

生
火
ま
つ
り
を
多
く
の
マ
ス

コ
ミ
に
取
り
上
げ
て
も
ら
い
、

広
報
効
果
は
か
な
り
あ
っ
た
。

Q 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の

支
援
を

　

博
物
館
の
開
館
以
前
か
ら

原
の
辻
サ
ポ
ー
タ
ー
等
へ
の

研
修
等
の
支
援
は
で
き
て
い

る
か
。

A 
感
謝
し
て
い
る

 

教
育
長

　

一
支
国
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
会
48
人
と
原
の
辻
サ

ポ
ー
タ
ー
90
人
を
登
録
し
、

実
情
に
合
わ
せ
交
通
費
と
食

事
代
を
支
給
し
て
い
る
。
島

内
研
修
は
、
月
２
回
の
講
座

に
参
加
し
て
も
ら
い
、
九
州

歴
史
博
物
館
等
へ
の
島
外
研

修
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
に
は
満
足
頂
い
て
い
る
。

鵜
瀬　

和
博 

議
員

Q 

何
だ
っ
た
の
か
課
制

の
機
構
改
革

　

市
長
は
、
部
制
を
廃
止
し
、

無
駄
を
省
き
、
ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ
す
る
た
め
に
将
来
的
に

は
完
全
課
制
に
移
行
す
る
と

宣
言
し
実
行
さ
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
課
制
を
廃
止
し

部
制
に
戻
す
た
め
の
機
構
改

革
を
予
定
し
て
い
る
。

①
そ
の
理
由
は
。

②
今
回
の
機
構
改
革
の
目
玉

は
何
か
。

③
新
行
政
推
進
室
を
設
置
す

る
意
図
は
。
特
に
職
員
の
意

識
改
革
と
あ
る
が
、
現
状
の

職
員
認
識
と
改
革
の
方
向
性

は
。
総
務
部
・
企
画
振
興
部

と
の
違
い
は
。

④
病
院
部
長
を
配
置
さ
れ
る

が
、
責
任
と
権
限
は
。
そ
れ

は
病
院
改
革
ま
で
の
暫
定
的

な
部
か
。

⑤
観
光
商
工
課
と
観
光
協
会

等
と
ワ
ン
フ
ロ
ア
ー
化
す
る

考
え
は
。

⑥
地
域
主
権
の
時
代
に
対
応

出
来
る
よ
う
副
市
長

２
人
体
制
を
。
管
理

職
会
議
は
経
営
会
議

と
し
て
実
施
す
べ
き
。

A  
課
制
に
気
負

い
が
あ
っ
た

 

市
長

①
現
場
重
視
と
意
思

決
定
の
迅
速
化
を
図

る
た
め
に
部
制
を
廃

止
し
、
担
当
理
事
を

配
置
し
て
き
た
が
、

責
任
の
所
在
が
不
明
確
で
職

務
上
の
権
限
が
分
散
し
、
指

揮
命
令
が
円
滑
に
機
能
し
な

か
っ
た
た
め
。

②
地
域
主
権
改
革
と
幼
保
連

携
の
体
制
整
備
を
積
極
的
に

い
ち
早
く
取
組
む
た
め
部
長

格
の
室
長
が
統
括
す
る
新
行

政
推
進
室
と
こ
ど
も
家
庭
課

を
新
設
予
定
。

③
地
域
主
権
時
代
の
高
度
化
、

多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
と
、
社
会
貢
献
度
の

高
い
職
員
力
の
向
上
を
目
指

し
、
特
命
事
項
に
取
り
組
ま

せ
る
た
め
。

④
他
の
部
長
と
同
じ
だ
が
、

経
営
形
態
が
変
わ
る
ま
で
の

暫
定
的
な
も
の
。

⑤
趣
旨
は
賛
同
す
る
が
、
ま

ず
は
観
光
協
会
と
受
入
協
議

会
が
１
本
化
後
、
研
究
す
る

余
地
が
あ
る
。

⑥
副
市
長
２
人
制
は
現
段
階

で
は
必
要
性
を
感
じ
て
い
な

い
。
公
募
す
る
新
行
政
推
進

室
長
に
そ
の
分
の
活
躍
を
期

待
す
る
。
ま
た
、
経
営
会
議

と
な
る
よ
う
に
今
後
、
管
理

職
の
発
言
を
促
し
て
い
く
。

可燃物収集作業の様子

市議会議場の執行部席
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一 般 質 問

中
田　

恭
一 

議
員

Q 

イ
ノ
シ
シ
全
滅
を

　

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
は
、
県

内
各
地
で
も
甚
大
な
被
害
が

出
て
い
る
。
頭
数
が
少
な
い

う
ち
に
確
実
な
退
治
を
。

A 

必
死
で
駆
除
す
る

 

市
長

　

被
害
を
防
止
す
る
に
は
、

少
な
い
う
ち
の
効
果
的
な
対

策
が
必
要
な
た
め
、
各
地
区

か
ら
専
門
的
知
識
を
も
つ
人

や
ハ
ン
タ
ー
な
ど
の
派
遣
要

請
を
す
る
。
現
在
、
箱
わ
な

等
を
設
置
し
、
生
息
地
の
調

査
も
行
っ
て
い
る
。
必
死
で

駆
除
を
し
て
い
く
。

Q 

精
神
科
医
師
の
確
保
を

　

精
神
科
医
の
確
保
が
で
き

な
け
れ
ば
、
精
神
疾
患
を
も

つ
患
者
や
家
族
に
と
っ
て
は

大
変
な
不
安
で
あ
る
。

　

ぜ
ひ
、
早
急
な
医
師
の
確

保
を
お
願
い
し
た
い
。

A 

精
力
的
に
頑
張
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

精
神
科
の
医
師
は
全
国
的

に
不
足
状
態
で
あ
る
。
精
力

的
に
指
定
医
の
確
保
に
向
け

て
頑
張
る
。

Q 

幹
線
道
路
の
整
備
を

　

緊
急
車
両
の
入
ら
な
い
幹

線
道
路
が
ま
だ
残
さ
れ
て
い

る
。
整
備
の
単
価
を
落
と
し

て
突
角
工
事（
部
分
改
良
）

で
も
い
い
か
ら
整
備
を
早
急

に
。　A 

国
の
経
済
対
策
で

 

市
長

　

国
の
き
め
こ
ま
か
な
経
済

対
策
を
も
と
に
思
い
切
っ
た

予
算
を
向
け
た
い
。
そ
の
後

も
年
次
的
に
や
り
た
い
。

猟友会の皆さん等によるイノシシ捜査（12/18～19）

呼
子　
　

好 

議
員

Q 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
反
対
決
意
を

　

国
の
根
幹
を
揺
る
が
す
Ｔ

Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
戦
略
的
経

済
連
携
協
定
）へ
の
参
加
は
、

農
業
・
漁
業
や
地
域
経
済
に

壊
滅
的
打
撃
を
与
え
る
た
め
、

協
議
へ
の
参
加
は
断
固
反
対

す
る
。市
長
の
決
意
を
。

A 

反
対
の
立
場
を
貫
く

 

市
長

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
は
、
農

業
・
漁
業
・
地
域
経
済
に
与

え
る
影
響
は
大
き
い
。
壱
岐

の
農
業
の
総
算
出
額
は
29
億

７
千
万
円
減
少
す
る
と
見
込

ま
れ
る
た
め
絶
対
反
対
。

Q 

雇
用
対
策
に
つ
い
て

①
緊
急
雇
用
対
策
で
の
一
定

の
効
果
は
認
め
る
が
、
６
ヵ

月
の
短
期
で
定
職
で
は
な
い
。

今
年
度
の
事
業
実
績
と
今
後

の
見
通
し
は
。

②
壱
岐
の
有
効
求
人
数
は
７

月
以
降
高
い
数
値
だ
が
、
光

ケ
ー
ブ
ル
事
業
の
一
時
的
な

も
の
。
公
共
事
業
の
拡
大
、

農
商
工
連
携
６
次
産
業
化
の

推
進
。

③
壱
岐
商
校
の
島
内
就
職
希

望
者
29
人
中
現
在
８
名
の
み

内
定
、
壱
岐
で
仕
事
し
た
い

が
職
場
が
な
い
。

A  
国
の
事
業
を
活
用

す
る

 

市
長

①
雇
用
創
出
事
業
で
14

名
、
緊
急
雇
用
対
策
で
54

名
の
計
68
名
雇
用
。
平
成

23
年
度
は
120
名
の
緊
急

雇
用
対
策
を
見
て
い
る
。

②
経
済
対
策
に
積
極
的

に
取
り
組
む
。

③
壱
岐
で
の
就
職
希
望
は
嬉

し
い
。
各
企
業
へ
の
要
請
は

し
て
お
ら
ず
方
策
が
な
い
。

Q 

市
民
病
院
改
革
に
つ

い
て

①
理
事
長
候
補
者
の
見
通
し

は
。

②
九
大
医
局
か
ら
の
４
月
以

降
の
医
師
派
遣
の
中
止
は
医

療
崩
壊
に
繋
が
る
。

③
全
国
の
壱
岐
出
身
者
医
師

と
面
会
し
要
請
を
。

④
独
立
行
政
法
人
化
と
併
せ

病
院
企
業
団
加
入
も
検
討
。

⑤
か
た
ば
る
病
院
は
福
祉
施

設
へ
の
転
換
を
。

A 
医
師
の
招
聘
は
厳
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
今
議
会
で
報
告
出
来
る
よ

う
努
力
し
て
き
た
が
残
念
。

②
医
師
の
招
聘
の
厳
し
さ
を

実
感
し
て
い
る
。

③
年
末
に
２
人
の
医
師
と
面

会
す
る
。
市
民
病
院
勤
務
を

懇
願
し
た
い
。

④
企
業
団
に
も
目
を
向
け
事

を
進
め
る
。

⑤
早
急
に
方
向
性
を
判
断
し

た
い
。

TPP参加で農業はどうなるの?
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一 般 質 問

市
山　

和
幸 

議
員

Q 
災
害
か
ら
弱
者
を
守
れ

①
地
震
・
台
風
・
ゲ
リ
ラ
豪

雨
等
に
よ
る
、
災
害
弱
者

（
高
齢
者
・
障
害
者
・
子
ど

も
等
）の
援
護
策
の
た
め
の

リ
ス
ト
は
、
各
課
の
共
有
は

万
全
か
。

②
災
害
時
の
医
療
関
係
機
関

と
の
連
携
は
十
分
か
。

③
23
年
度
か
ら
は
組
織
改
革

や
壱
岐
ビ
ジ
ョ
ン
の
開
設
も

あ
る
が
、
災
害
地
域
と
の
連

携
は
万
全
か
。

A 

環
境
が
整
い
つ
つ
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
災
害
弱
者
の
対
象
者
は
、

高
齢
者
、
障
害
者
、
児
童
生

徒
等
、
合
計
８
千
853
名
と
な

り
、
そ
の
リ
ス
ト
に
つ
い
て

は
、
当
然
の
よ
う
に
把
握
を

し
て
い
る
。

②
市
民
病
院
を
災
害
拠
点
病

院
と
し
、
他
３
ヶ
所
の
救
急

病
院
と
各
関
係
機
関
と
の
医

療
救
護
態
勢
を
組
む
。

③
光
ケ
ー
ブ
ル
の
導
入
等
に

よ
り
、
防
災
面
で

力
強
い
環
境
が
整

う
。
災
害
地
域
に

は
市
・
消
防
団
・

消
防
本
部
に
よ
る

現
地
災
害
対
策
本

部
を
開
設
し
、
地

域
住
民
の
被
害
の

軽
減
を
図
る
。

Q  
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
を
福
岡
へ

　

長
崎
医
療
セ
ン

タ
ー
が
基
地
局
と
な
っ
て
い

る
が
、本
市
の
生
活
圏
は
福
岡
。

　

搬
送
先
を
福
岡
に
す
べ
き
。

A 

医
師
の
判
断

 

市
長

　

病
院
選
定
に
つ
い
て
は
、

ヘ
リ
に
乗
っ
て
来
ら
れ
た
医

師
が
病
状
に
よ
っ
て
判
断
さ

れ
る
。

Q 
Ｆ
Ｒ
Ｐ
廃
船
の

処
理
策
を

①
漁
業
者
の
Ｆ
Ｒ
Ｐ
船（
強

化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
船
）の
廃

船
処
理
を
、
水
産
庁
の「
魚

礁
の
原
料
化
」が
実
現
し
た

場
合
の
個
人
負
担
は
。

②
そ
の
魚
礁
化
が
実
現
で
き

な
い
時
の
処
理
策
は
。

A 

実
証
実
験
中

 
市
長

①
平
成
23
年
度
か
ら
３
年
か

け
て
の
廃
船
魚
礁
化
の
実
証

実
験
で
あ
る
た
め
現
段
階
で

は
不
明
。

②
こ
の
実
証
実
験
を
含
み
、

い
ろ
ん
な
対
策
が
行
わ
れ
る

と
思
う
の
で
、
そ
れ
を
見
守

り
た
い
。

勝本町天ヶ原に着陸したドクターヘリ

議会
運営委員会

い
。
岡

。
き長は

、医さ

議議議会会会議
運運運運運会会 営営営営委委委委委員員員委委 会会会員議会
運営委員会行

政
視
察
報
告

視
察
日　

平
成
22
年
11
月
24
日
〜
26
日

視
察
先

①
島
根
県
浜
田
市
議
会

②
広
島
県
三
次
市
議
会

【
委
員
会
の
所
見
】

　

浜
田
市
、
三
次
市
と
も

に
早
く
か
ら
議
会
改
革
・

活
性
化
に
向
け
た
取
り
組

み
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

基
本
的
な
議
会
運
営
に
つ

い
て
は
壱
岐
市
議
会
と
特

段
の
相
違
は
無
か
っ
た
。

　

両
市
議
会
に
共
通
し
て

い
る
こ
と
は
、
情
報
の
開

示
・
政
策
立
案
能
力
の
向

上
・
市
民
参
加
を
主
な
視

点
と
し
、
議
会
提
案
に
よ

る
条
例
の
制
定
。
議
会
報

告
会
の
実
施
、
議
会
基
本

条
例
の
制
定
が
な
さ
れ
て

お
り
、
壱
岐
市
議
会
と
し

て
も
二
元
代
表
制（
首
長

と
議
員
を
そ
れ
ぞ
れ
直
接

選
挙
す
る
シ
ス
テ
ム
）の

下
、
政
策
決
定
や
事
務
執

行
に
つ
い
て
の
監
視
・
評

価
は
も
ち
ろ
ん
、
政
策
立

案
・
提
言
を
行
う
た
め
に

大
い
に
参
考
と
な
っ
た
。

　

休
日
・
夜
間
・
子
ど
も

議
会
に
つ
い
て
、
両
市
と

も
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ

る
議
会
中
継
を
行
っ
て
い

る
た
め
消
極
的
で
あ
っ
た

が
、
壱
岐
市
議
会
と
し
て

今
後
は
、
子
ど
も
の
頃
か

ら
議
会
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
た
め
、「
子
ど
も

議
会
」
の
開
催
を
検
討
・

実
施
す
べ
き
と
考
え
て
い

る
。

三次市議会議場を視察 浜田市議会での研修

委 員 長：豊坂　敏文
副委員長：瀬戸口和幸

委員：中田　恭一、鵜瀬　和博
　　　町田　正一、町田　光浩
オブザーバー：牧永　護 議長　
　　　　　　小金丸益明 副議長
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議会だよりクイズの応募の中で、お寄せいただいた
ご意見やご感想をご紹介するコーナーです。

イノシシ
が海を渡

って来て
いると新

聞に載っ

ています
が、壱岐

にはいな
かった

のですか
？　7歳

　イノシ
シは、も

ともと壱
岐には生

息してい

ません。
稲・麦・

芋などの
農作物を

好んで食

べるので
害獣とさ

れていま
す。最近

、壱岐島
の

海岸でイ
ノシシの

死骸が発
見された

り、田ん
ぼ

にイノシ
シの足跡

が確認さ
れました

。壱岐の
島

内でイノ
シシが生

息すれば
、農家に

とっては

大変な損
害となり

ます。も
しもイノ

シシを

見かけた
ら、すぐ

に市役所
にお知ら

せく

ださい。
連絡先 …

 農林課（
石田庁舎

）

４４－６
１１１

一支国博物館
の方から、土曜の

夜になるとライト
が２本光っていてビ
ックリしました。何が
あっているのですか？
　８歳

　原の辻遺跡一帯に
広がる「一支国王都
復元公園」で弥生
時代の建物をラ
イトアップし
ていたものです。

図書カ
ードが

欲しい
です。

その前

にクイ
ズに当

たって

るかな
ぁ？ 当たっ

て当た
りた～

い!!

　 
13歳

毎回議会だより
楽しみにしています。
ケーブルテレビは今イ
チわかりませんでしたが、

議会だよりでよくわかり
光テレビの申し込みを
しました。　10歳一支国博物館、

子どもの遊ぶ所をも
う

少し何か取り入れて
ほしい。

キッズコーナーある
けど、い

まいち遊べない。軽
食も何かあ

ればいいなぁと思い
ます。たと

えば、うどんでも…
。　58歳

　元旦からうどん始
めま

した。

一
子ど子ど
少少し
キキッズ

原原
広
復

議会だよりを時々読んでいます。27号、議会定例会は第１週金曜日に開会と
あります。なぜ金曜日でしょう。議会は土・

日でも関係ないと思います。土・日も会期中で
手当が出ているのではないでしょうか。　71歳　土曜日曜には地域行事が集中し、各行事（公民館行

事・運動会・イベント等）には市長・議員・職員ともに参
加するため、休会としております。また、議員の手当は毎
月報酬となっており、議会開会の全日程（土日など休会中
を含む）に特別に手当が出ていることはありません。
　「議会を土日に開催しないので傍聴したくてもできな
い。」とか、「勝本町まで行くことが大変だ。」などのご
意見をよくいただいております。今年４月からはケ
ーブルテレビで議会中継が始まりますので、お
茶の間から議会を視聴していただくことが
できます。仕事などで視聴できなかった方にも便利になると思います。

古く神話の時代、壱岐は別名「天一柱」アメノヒトツバシラと言われており、天地
をつなぐ世界の中心とされていました。
そこでサーチライトで天をさし「天一柱」をイメージしています。ライトアップ期
間中には、この光の柱を目指して原の辻にたどり着かれた方も多かったようです。



第
28
号

編　

集　

後　

記

壱岐市議会だよりは地球に優しい大豆油のインキで印刷されています。

壱岐市ホームページ
（http://www.city.iki.nagasaki.jp）の
市議会のインデックス（見出し）を検索す
ると、市長行政報告および議員の一般質
問の音声を生で聞くことができます。また
市議会会議録は、議会事務局・市役所本
庁（総務課）・各庁舎（市民生活班）・各
図書館で閲覧できます。ご利用ください。

○公職選挙法の規定について
　お中元・お歳暮や、祝儀・
見舞い等の金品を送ることや、
暑中見舞い・年賀状などの挨
拶状や有料の広告は禁止され
ております。
　市民みなさまのご理解とご
協力をお願い申し上げます。

壱岐市議会議員一同

○編集　 議会広報特別委員会
〒 811-5521  
長崎県壱岐市勝本町西戸触 182-5
　　TEL：0920-42-1111
　　FAX：0920-42-0096
【 E-mail 】  iki-gikai@city.iki.lg.jp
【 ＵＲＬ 】  http://www.city.iki.nagasaki.jp

　

議
員
と
な
り
１
年
半
、ま
だ
ま
だ
先
輩
議
員
の
よ
う

な
十
分
な
質
問
は
出
来
ま
せ
ん
が
、「
情
熱
と
や
る
気
」

で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

議
員
は
、
市
民
皆
様
よ
り
頂
い
た
声
を
代
弁
し
、
市

長
が
答
弁
し
ま
す
。そ
の
内
容
を
限
ら
れ
た
紙
面
の
範

囲
で
わ
か
り
や
す
く
表
現
し
よ
う
と
、一
言
一
句
を
選

び
な
が
ら
広
報
委
員
が
真
剣
に
取
り
組
み
、皆
様
に
伝

え
よ
う
と
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

　

十
分
に
主
旨
が
伝
わ
ら
な
い
事
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、心
に
届
く
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
「
今
年
も
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
」

　

市
民
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
呼
子　

好
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　

音
嶋
正
吾

副
委
員
長　

榊
原　

伸

委
員　

中
田
恭
一

委
員　

鵜
瀬
和
博

　

委
員　

町
田
正
一

　

委
員　

呼
子　

好

第8回

第7回クイズの答え
①10台　②48,835人　③防災放送
応募総数27人で全問正解者は21人
です。ご応募ありがとうございました。

正解マル!!正解マル!!
おめでとうおめでとう

　パチパチ
!!

　パチパチ
!!

～ 第7回クイズの当選者 ～
大田悠斗様　　大曲光江様
高松麻衣子様　富場潤輝様
長島羽音様 　　（順不同）
おめでとうございます！ 

待ってるよ
待ってるよ　ピース!!
　ピース!!

クイズに答えて
図書カード（1,000円）
が当たります。皆さんの
ご応募を待ってまーす☆

３月定例会は
２月28日開会の予定
です。議会傍聴に
お出かけください。

クイズ　次の問題に答えよう
その①　 改修計画がはじまった壱岐市営の国民宿

舎の名前は何かな？
その②　 壱岐の農業で29億7千万も減少すると試算

された、国が参加しようとしている環太平
洋戦略的経済連携協定は通称何と言う？

その③　 子どもの頃から議会に関心を持ってもらうた
めに計画されようとしている議会の名は？

　ヒント　 この議会だよりの中に答えがあり
ますので、最初から最後まで読んで
みてください。

《応募方法》クイズの答え・住所・氏名・年齢をお書きのうえ、
ハガキでご応募ください。
議会だよりを読んだご感想や、議会へのご意見等もお書
き添えください。
ご意見等は、「市民の声」のコーナーで、できるだけご紹
介させていただきます。
正解者の中から、抽選で５名の方に図書カード 1,000 円
分をお贈りします。
 （当選者の発表は次号に掲載）

《あて先》  〒 811-5521
　　　　　　壱岐市勝本町西戸触 182-5
　　　　　　　　壱岐市議会事務局 宛
《しめきり》平成 23年 2月 28日（当日消印有効）

《個人情報の取り扱いについて》ご記入いただきました個人情報は、賞品発送・当選者発表および『市民の声』等の
目的以外には利用いたしません。

武生水保育所の
おともだち

せいちゃん なおくん

あいちゃん


